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 有明海の疲弊が問題化されている中，その干潟環境の改善に向けての対策法の開発を目的として，

泥質干潟を耕耘し，その追跡調査結果から泥質干潟の耕耘効果の検討を行った．泥質干潟の耕耘効

果について，物理的，化学的，生物学的に検討した結果，泥質干潟を耕耘する事による直接的な改

善効果と，干潟環境を取り巻く食物連鎖からなる波及的な改善効果がみられた．泥質干潟環境の改

善は沖合海域環境への負荷削減につながることから，泥質干潟の耕耘は有明海の海域環境改善に有

効な改善策であることが示唆された．  
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